


果
、
金
賞
７
人
、
銀
賞
７
人
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
紀
南
か
ら
は
、「
ゴ
リ
ウ
オ
ー

グ
の
ケ
ー
ク
ウ
オ
ー
ク
」(

ド

ビ
ュ
ッ
シ
ー
作
曲)

を
演
奏
し
た

南
部
小
４
年
、
橋
本
咲
哉
く
ん

(

北
道)

が
金
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
ま
た
、
田
辺
高
校
２
年
、
汐

崎
綾
子
さ
ん(

東
岩
代)

が
銀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
橋
本
く
ん
は
３
月
８
日

(

日)

、
大
阪
市
で
開
か
れ
る
、
近

畿
・
四
国
な
ど
11
府
県
の
代
表
が

集
っ
て
演
奏
す
る
フ
ァ
イ
ナ
ル

推
薦
演
奏
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
１
月
28
日(

水)

、
第
５
回
町
民

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会(

町
体
協
主

催)

が
共
和
球
場(

筋)

で
行
わ
れ

ま
し
た
。
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

熱
戦
の
結
果
、
優
勝
は
熊
岡
Ａ
、

準
優
勝
は
熊
岡
Ｂ
で
し
た
。

　
国
の
具
体
的
な
方
策
が

決
ま
り
次
第
、
各
家
庭
へ

の
お
手
紙
や
広
報
紙
な
ど

で
お
し
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
定
額
給
付
金
の

受
給
権
者
は
、
２
月
１
日

(

基
準
日)

現
在
、
▽
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
方
と
、
▽
外
国
人
登

録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
で
す
。給
付
額
は
、１

人
１
万
２
０
０
０
円(

65
歳

以
上
の
方
と
18
歳
以
下
の

方
は
２
万
円)

で
す
。

23

　
紀
州
う
め
ど
り
・
う
め
た
ま
ご

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
長
の

細
川
清
さ
ん(

晩
稲)

が
、
安
藤
ス

ポ
ー
ツ
・
食
文
化
振
興
財
団(

大
阪

府)

の
２
０
０
８
年
度
食
創
会
第
13

回
安
藤
百
福
賞
「
発
明
発
見
奨
励

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。(

表
彰
式

は
３
月
11
日(

水)

、
東
京
都
で)

　
梅
加
工
業
を
営
む
細
川
さ
ん

は
、
梅
漬
け
時
の
副
産
物
で
あ
る

梅
酢
の
有
効
成
分
に
着
目
、
梅
酢

加
工
品
を
え
さ
に
混
ぜ
る
養
鶏

飼
養
法
を
確
立
し
、
実
際
の
養
鶏

に
導
入
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

鶏
の
強
健
性
の
向
上
、
肉
質
改
善

効
果
、
良
質
な
卵
の
生
産
が
証
明

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
紀
州
の
梅

の
知
名
度
を
生
か
し
て
「
紀
州
う

め
ど
り
・
う
め
た
ま
ご
」
ブ
ラ
ン

ド
化
事
業
に
努
め
、
農
業
、
食
品

加
工
、
畜
産
業
を
連
携
、
協
働
さ

せ
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
は
こ
れ

ら
を
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
同
協
議
会
は
、
２
月
16

日(

月)

、
中
小
企
業
異
業
種
交
流

財
団
主
催
・
異
業
種
交
流
成
果
表

彰
で
中
小
企
業
庁
長
官
か
ら
最

優
秀
賞
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
昨
春

に
は
紀
州
う
め
ど
り
が
２
０
０

８
食
肉
産
業
展
「
地
鶏
・
銘
柄
鶏

食
味
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
細
川
さ
ん
は
「
取
り
組
ん
で
10

年
、
成
果
が
評
価
さ
れ
大
き
な
賞

を
い
た
だ
き
大
変
う
れ
し
い
。
さ

ら
に
良
い
も
の
を
目
指
し
て
努

力
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
15
日(

日)

、
第
８
回
和
歌

山
県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅

伝
競
走
大
会(

10
区
間
25
㌔)

が

和
歌
山
市
で
開
催
さ
れ
、
県
内
各

市
町
村
代
表
30
チ
ー
ム
と
オ
ー

プ
ン
参
加
10
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

(

オ
ー
プ
ン
参
加
チ
ー
ム
の
記
録
は
順

位
に
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
せ
ん)

　
み
な
べ
チ
ー
ム
は
、
今
年
も
区

間
を
走
る
ラ
ン
ナ
ー
だ
け
で
な

く
選
手
団
一
丸
と
な
っ
て
が
ん

ば
り
、
新
町
チ
ー
ム
に
な
っ
て
以

県
予
選
の
女
子
決
勝
が
和
歌
山

市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
白
熱
戦
の

結
果
、
信
愛
女
子
短
大
附
属
高
校

が
優
勝
、
熊
野
高
校
が
準
優
勝
し

ま
し
た
が
、
両
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
次
の
町
内
中
学
校

出
身
の
選
手
が
が
ん
ば
り
ま
し

た
。(

い
ず
れ
も
１
年
生)

▼
信
愛
＝
荒
堀
恵
里(

山
内)

、

▼
熊
野
＝
辻
晴
菜(

南
道)

、
辻

若
菜(

同)

、
阪
本
緑(

千
鹿
浦)

、

久
保
景
子(

東
本
庄)

、
榎
本
愛

菜(

清
川)

　
ま
た
、
同
大
会
大
阪
府
予
選
大

会
で
は
大
阪
国
際
滝
井
高
校
が

優
勝
し
ま
し
た
が
、
同
チ
ー
ム
で

も
南
部
中
出
身
の
海
野
和
美
選

手(

１
年
・
埴
田)

が
が
ん
ば
り

ま
し
た
。

　
な
お
、
両
優
勝
チ
ー
ム
は
県
、

府
の
代
表
と
し
て
、
３
月
20
日

(

金)

か
ら
東
京
都
で
行
わ
れ
る
全

国
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

　
１
月
18
日(

日)

、
ヤ
マ
ハ
ヤ
ン

グ
ピ
ア
ニ
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト
和

歌
山
地
区
推
薦
演
奏
会
が
和
歌

山
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内

各
地
区
代
表
の
小
学
生
〜
高
校

生
55
人
が
演
奏
し
、
審
査
の
結

　
１
月
24
日(

土)

、
み
な
べ
青
年

ク
ラ
ブ
主
催
・
第
３
回
な
わ
と
び

大
会
が
南
部
小
学
校
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
約
１
３
０
人
が
参
加
し
、

ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
な
わ
と
び
競

技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
各
競
技
の
入
賞
者
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。

【
個
人
跳
び
の
部
】

▼
一
重
跳
び
　〈
幼
児
〉
①
上
村

大
河(

田
辺
市)

、
②
西
山
雛
希

(

筋)

、
③
片
井
陽
志(

山
内)

、〈
小

学
１
・
２
年
〉
①
西
野
歩
希(

上

小
１
年)

、
②
内
川
陽
菜(

岩
小

２
年)

、
③
永
井
亮(

高
小
２
年)

、

〈
小
学
３
・
４
年
〉
①
寺
柿
了
輝

(

岩
小
３
年)

、
②
福
島
洋
香(

南

小
３
年)

、
③
下
﨑
優
伽(

同)

、

〈
小
学
５
・
６
年
〉
①
鎌
塚
正
太

(

上
小
５
年)

、
②
土
井
敦
俊

(

同)

、
③
桂
有
希(

南
小
６
年)

▼
二
重
跳
び
　〈
小
学
１
・
２
年
〉

①
岡
﨑
郁
弥(

上
小
２
年)

、
②

岡
﨑
咲
哉(

同)

、
③
栗
原
怜
央

(

同)

、〈
小
学
３
・
４
年
〉
①
上

村
紅
葉(

田
辺
市)

、
②
峯
晃
大

(

南
小
４
年)

、③
寺
柿
了
輝
、〈
小

学
５
・
６
年
〉
①
鎌
塚
正
太
、
②

土
井
敦
俊
、
③
植
野
公
太(

上
小

５
年)

、〈
中
学
生
以
上
〉
①
峯
千

恵
子(

芝)

、
②
山
下
佳
穂(

南
高

３
年)

、
③
小
山
夏
生(

上
中
１

年)▼
三
重
跳
び
　
①
﨑
山
裕
太(

上

小
５
年)

、
②
植
野
公
太
、
③
鎌

塚
正
太

【
ふ
れ
あ
い
な
わ
跳
び
】

▼
ペ
ア
跳
び
〈
子
ど
も
と
大
人
〉

①
峯
千
恵
子
・
晃
大
、
②
上
村
真

紀(

田
辺
市)

・
紅
葉
、
③
内
本
美

佐
子(

晩
稲
）・
航
太(

上
小
３

年)

、〈
フ
リ
ー
〉①
谷
口
大
樹（
上

小
２
年
）・
岡
﨑
郁
弥
、
②
﨑
山

裕
太
・
土
井
敦
俊
、
③
楠
本
み
ず

　
定
額
給
付
金
の
給
付
に
つ
い

て
、
ま
だ(

２
月
20
日(

金)

現
在)

国
の
法
案
が
成
立
し
て
い
な
い
の

で
、く
わ
し
い
こ
と
を
お
し
ら
せ

で
き
ま
せ
ん
。

区
町
村
や
総
務
省(

の
職
員)

な
ど

を
装
っ
た
人
物
の
訪
問
、電
話
が

あ
っ
た
り
、ま
た
郵
便
が
届
い
た

り
し
た
ら
、
迷
わ
ず
、
役
場
総
務

課(

℡
72-

２
０
１
５)

、
ま
た
は

定
額
給
付
金
の
給
付
を

装
っ
た
詐
欺
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

細川　清さん

来
最
高
記
録
の
１
時
間

27
分
45
秒
で
８
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。(

優
勝
は

１
時
間
23
分
50
秒
の
和

歌
山
市
チ
ー
ム)

　
な
お
、
入
賞
は
第
５

回
大
会(

８
位)

以
来
で

す
。

　
２
月
７
日(

土)

、
第

40
回
全
国
高
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会

き(

南
中
１
年)

・
桂
有
希

▼
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
　
①
南

高
チ
ー
ム
、
②
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝

チ
ー
ム
、
③
み
な
べ
Ａ
Ｃ
チ
ー
ム

▼
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
　
①
西
口
芙

汐
香(

高
中
２
年)

・
岡
﨑
春
奈

(

同)

・
楠
本
み
ず
き
、
②
澤
井
則

幸(

山
内)

・
江
向
泰
紀(

西
岩

代)

・
小
西
悠
介(

南
小
４
年)

、
③

樫
山
早
歩(

上
小
６
年)

・
小
山
千

晴(

同)

・
桂
有
希

ジュニア駅伝大会で８位に入賞したみなべチーム

金賞を受賞した
橋本咲哉くん

熊岡Ａの皆さん

　
優
勝
し
た
熊
岡
Ａ
の
メ
ン

バ
ー
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
西
本
冷
子
、
森
岡
晴
美
、
楠
本

栄
子
、
大
楠
実
、
畑
崎
清
弘

(

敬
称
略)

　
２
月
16
日(

月)

、
新
宮
市
で
、
あ

る
お
家
に「
定
額
給
付
金
の
手
続

き
に
き
ま
し
た
」と
言
っ
て
不
審

な
人
物
が
訪
ね
て
き
た
と
い
う
事

例
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
も
し
、お
家
や
職
場
な
ど
に
市

田
辺
警
察
署(
℡
23-
０
１
１

０)

か
お
近
く
の
交
番
、
駐
在

所
、警
察
相
談
電
話（
♯
９
１

１
０)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
定
額
給
付
金
に
つ

い
て
、

■
市
区
町
村
や
総
務
省
な
ど

が
Ａ
Ｔ
Ｍ（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
の
現
金
自
動
預
払
機)

の

操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

■
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し

て
、
他
人
か
ら
お
金
を
振
り

込
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
絶
対

に
で
き
ま
せ
ん
。

■
市
区
町
村
や
総
務
省
な
ど

が
、「
定
額
給
付
金
」
の
給
付

の
た
め
に
、
手
数
料
な
ど
の

振
込
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

■
現
時
点
で
、市
区
町
村
や
総
務

省
な
ど
が
住
民
の
皆
様
の
世
帯
構

成
や
銀
行
口
座
の
番
号
な
ど
の
個

人
情
報
を
照
会
す
る
こ
と
は
、絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

←



な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
、
ど
の
健
康
保
険

に
も
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、

国
保
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
速

や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
４
月
か
ら
の
届
け
出
に
は
、

本
人
の
保
険
証
と
認
め
印
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
但
し
、
世
帯
主

変
更
や
世
帯
員
全
員
転
出
の
と

き
は
全
員
の
保
険
証
が
必
要
で

す
。

　
保
険
証
や
国
保
医
療
な
ど
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健

福
祉
課(

℡
72-

２
５
４
４)

へ
。

▼
年
度
の
途
中
に
75
歳
に
な
る
方

は
、
誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療(

長
寿
医
療)

制
度
に
移
行
す
る

た
め
、
75
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
医
療
機
関
の
診
察
券
や
他
の

カ
ー
ド
類
と
一
緒
に
、
カ
ー
ド

フ
ォ
ル
ダ
ー
や
財
布
な
ど
に
入
れ

ら
れ
ま
す
。

▼
旅
行
や
出
張
な
ど
家
を
離
れ
る

と
き
に
も
持
っ
て
い
け
ま
す
。

▼
家
族
が
同
時
間
帯
に
別
々
の
医

療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。

▼
み
な
べ
町
に
住
所
が
あ
っ
て
、

通
学
や
長
期
出
張
な
ど
で
遠
隔
地

被
保
険
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
は
、
新
規
や
更
新
の
手
続
き
が

不
要
に
な
り
ま
す
。

▼
こ
れ
ま
で
の
も
の
よ
り
小
さ

く
な
り
ま
す
の
で
、
紛
失
な
ど
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
は
、

保
険
証
と
併
せ
て
高
齢
受
給
者

証(

ク
リ
ー
ム
色)

の
提
示
も
必

要
で
す
。(

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
て
い
る
方
は
除
き

ま
す)

　
新
し
い
保
険
証
は
、
３
月
中
旬

か
ら
、
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世

帯
の
世
帯
主
あ
て
に
、
世
帯
員
全

員
分
を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま

す
。
台
紙
に
１
枚
ず
つ
貼
り
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
は
が
し
て
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
険
証
を
受
け
取
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
内
容
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
も
し
、
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
ら
保
健
福
祉
課
へ
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証

は
３
月
末
で
期
限
切
れ
に
な
り

ま
す
。
期
限
切
れ
に
な
り
ま
し
た

ら
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
か
ら
、
診
療
を
受
け
る
時

45

　
み
な
べ
町
国
民
健
康
保
険(
国

保)

の
保
険
証
が
、
４
月
か
ら
左

の
よ
う
な
カ
ー
ド
型(

材
質
は
紙

製)

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
１
世
帯
に
１
枚
か
ら
、

世
帯
員
１
人
に
つ
き
１
枚
ず
つ

に
な
り
ま
す
。

４月からの新しい保険証 (見本)

　
国
保
税
は
、加
入
者
の
皆
さ
ん
の

健
康
を
守
る
国
保
を
潤
滑
に
運
営
し

て
い
く
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

納
期(

７
月
〜
翌
年
２
月)

を
守
っ
て

納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
と
そ
れ
ま
で
の
国
保

税
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
滞
納
の
あ

る
方
に
は
保
険
証
を
郵
送
で
き
ま
せ

ん
の
で
、納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご

確
認
く
だ
さ
い
。も
し
納
付
が
確
認

で
き
な
い
場
合
、保
険
証
は
保
健
福

祉
課
の
窓
口
へ
来
て
い
た
だ
い
て
お

渡
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。し
か

し
、国
保
税
を
完
納
し
て
い
た
だ
け

な
い
と
保
険
証
の
期
限
が
１
年
未
満

の
短
期
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、納
期
限
か
ら
１
年
間
を
過

ぎ
て
滞
納
す
る
と
、保
険
証
を
返
し

て
も
ら
い
、「
資
格
証
明
書
」を
お
渡

し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。資
格
証

明
書
は
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
だ
け
の
も
の
で
す
の

で
、医
療
機
関
で
受
診
す
る
時
は
全

額(

10
割)

を
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
で
す
か
ら
、国
保
税
は
納
期
限
内

に
納
め
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。や
む
を
得
な
い
事
情
で

　
有
効
期
限
は
４
月
１
日
〜
来

年
３
月
31
日
ま
で
１
年
間
で
す
。

　
但
し
、

▼
年
度
の
途
中
に
65
歳
に
な
る

退
職
者
医
療
制
度(

※)

の
被
保

険
者
は
、
一
般
被
保
険
者
に
変

わ
る
た
め
、
65
歳
の
誕
生
月
の

末
日(

１
日
生
ま
れ
の
方
は
前
月

の
末
日)

ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
被
扶
養
者
が
被

保
険
者
よ
り
若
い
場
合
は
同
じ

有
効
期
限
に
な
り
ま
す
。

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

証
、
在
学
証
明
書
、
認
め
印
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

は
本
人
の
保
険
証
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　　
就
学
や
転
勤
な
ど
で
他
の
市

町
村
に
住
む
と
き
、
就
職
な
ど

で
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
と
き
、
反
対
に
退
職
な
ど
で

健
康
保
険
を
脱
退
し
た
と
き
は
、

14
日
以
内
に
保
健
福
祉
課
へ
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
例
え
ば
、
国
保
か
ら
脱
退
す

る
旨
の
届
け
出
を
し
な
か
っ
た

場
合
、
保
険
料(

国
保
税)

を
重

複
し
て
払
っ
た
り
、
医
療
費
を

返
還
し
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら

国
保
税
に
つ
い
て

納
め
る
の
が
難
し
い
と
い
う
方
は
、

ご
遠
慮
な
く
税
務
課 

国
保
税
係
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
と
世
帯

主
は
、収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

所
得
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。申
告
を
し
な
い
と
未
申
告
扱
い

と
な
り
、国
保
税
減
額
の
特
例
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、４
月
15
日

(

水)

ま
で
に
税
務
課
窓
口
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。(

申
告
に
は
認
め
印
が
必

要
で
す)

　
く
わ
し
く
は
、税
務
課(

℡
72-

２

１
６
２)

へ
。

国
保
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

１
年
以
上
滞
納
す
る
と
保
険
証
の
代

わ
り
に
資
格
証
明
書
を

納
税
が
困
難
と
い
う
方
は
税
務
課
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い

国
保
加
入
者
と
世
帯
主
は
確
定
申

告
、
申
告
を
お
忘
れ
な
く

(表)

(裏)

国
保
の
退
職
者
医
療
制
度
に

は
、
会
社
や
役
所
な
ど
を
退

職
し
て
年
金
を
受
け
る
65
歳

ま
で
の
方
と
そ
の
被
扶
養
者

が
加
入
し
ま
す
。
こ
の
制
度

へ
の
加
入
に
は
届
け
出
が
必

要
で
す
。
対
象
に
な
る
が
、
ま

だ
未
加
入
と
い
う
方
は
届
け

町
外
へ
住
所
を
移
し
た
場
合

は
国
保
資
格
が
な
く
な
り
ま

す
。
但
し
、
学
生
は
保
健
福
祉

課
へ
申
請
す
れ
ば
保
険
証
の

交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
申

請
に
来
ら
れ
る
と
き
は
保
険

◎

↑

※

保
健
福
祉
課
か
ら
お
し
ら
せ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

　

平成21 年度
後期高齢者医療(長寿医療)
制度、保険料の軽減

　後期高齢者医療(長寿医療)制度の加入者
(被保険者)のうち所得の低い世帯の方は、
世帯の所得水準( 同一世帯の被保険者と世
帯主の総所得金額等の合計額) に応じて、
保険料の均等割額が７割、５割、２割と軽
減されています。
　そのうち７割軽減世帯については、平成
20 年度中に限り８・５割軽減されていまし
た。
　平成21 年度は、７割軽減世帯のうち世帯
の制度加入者全員が年金収入 8 0 万円以下
でその他各種所得がない場合、９割軽減と
なります。なお、80 万円を超す場合は７割
軽減となります。

均等割額の７割軽減について

所得割額の軽減について
　保険料の所得割を負担する方のうち低所
得の方(例えば、年金収入が153 万円を超え
211 万円以下の方)については、平成20 年
度中は所得割額が一律５割軽減されていま
した。
　平成 2 1 年度以降も引き続き一律５割軽
減されることになりました。

　国保に加入している70 歳～74 歳のうち
現役並み所得がある方以外の方の医療費
は、現在、政府による凍結措置により１割
負担に据え置かれています。平成21 年度か
らは２割になる予定でしたが、さらに１年
間の凍結措置が行われ、平成22 年３月まで
１割負担に据え置かれます。
　なお、平成21 年度も１割負担で受診でき
る「高齢受給者証」(クリーム色)は、３月
中ごろ郵送します。

平成21 年度
国保加入の70歳～74歳の
方の医療費１割負担が据置

　この証の交付お受けたときは、大切に保管してください。
　保険医療機関等について診療を受けようとするときは、必ずこの証をその窓口で渡し
てください。
　診療を受けるときに支払う金額は、６歳の誕生日以後の最初の３月31日(誕生日が４
月１日である場合はその前日の３月31日)以前の場合は、保険診療の費用(入院時の食事
療養に要する費用を除く。)の２割となります。
　被保険者の資格がなくなったとき又は退職被保険者若しくはその被扶養者でなくなっ
たときには、直ちにこの証をみなべ町役場に返してください。また、転出の届出をする
際には、この証を添えてください。
　この証の記載事項に変更があったときは、14日以内に、この証を添えて、みなべ町役
場にその旨を届け出てください。
　不正にこの証を使用した者は、刑法により詐欺罪として懲役の処分を受けます。

1.
2.

3.

4.

5.

6.

特別の事情がないのに保険税を滞納した場合、この証を返還していただくことがあり
ます。また、特別の事情がないのに納期限から１年間経過しても保険税を滞納してい
る場合、この証を返還していただきます。

注 意 事 項注 意 事 項注 意 事 項注 意 事 項注 意 事 項

平成22年3月31日

み な べ 美 咲
平成16年10月1日 女

平成21年4月1日

み な べ 太 郎

和歌山県日高郡みなべ町芝 7 4 2 番地

退職者医療制度の被保険者と被扶養者の方は、保険
証の左部分に　　のマークが入ります。退

※

保険証のコピーは無効です。(コピーすると「複写
無効」の文字が浮き出てきます)
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南 部 小

岩 代 小

高 城 小

南 部 中

上南部中

清 川 中

南 部 幼

体育館
校舎１
( 家庭科・図工室棟)
校舎２-1
(普通教室棟)
校舎２-2
(管理教室棟)
校舎２-3
(管理教室棟)
校舎１-1
(教室棟)

体育館
校舎１-1
(普通教室棟)
校舎１-2
(普通教室棟)
校舎１-3
( 管理特別教室棟)
校舎11
(管理教室棟)
校舎12
(技術室棟)

体育館
校舎13
(特別教室棟)

体育館

園舎１-1

園舎１-2

ＲＣ

ＲＣ

ＲＣ

ＲＣ

ＲＣ

ＲＣ

Ｓ

ＲＣ

ＲＣ

ＲＣ

ＲＣ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ＲＣ

ＲＣ

昭52

昭41

昭30

昭30

昭30

昭55

昭56

昭37

昭36

昭39

昭49

昭49

昭50

昭53

昭57

昭43

昭36

1,229

168

537

382

267

1,897

685

907

793

1,583

2,486

212

1,001

288

973

115

392

平18

平11

平11

平11

平11

平15

平15

平18

平18

平18

平15

平15

平15

平15

平15

平18

平18

0.76
危険
校舎

0.68

0.33

0.39

0.39

0.25

0.24

0.49

0.27

0.54

0.55

0.84

0.84

危険
校舎

危険
校舎

危険
校舎

平21 実施予定

平21 実施予定

平21 実施予定

平21 実施予定

平21 実施予定

平21 実施予定

平21 実施予定

平22実施予定

平21 実施予定

平21 実施予定

平21 実施予定

平16

平16

0.89

0.27

平21～22
改築
平21～22
改築
平21～22
改築
平21～22
改築

平21改修

学 校 名 棟 名
建
築
年
度

構

造

面

積
(㎡)

一次診断

診断
年度

診断
結果
(Is 値)

二 次 診 断

診断
結果
(Is 値)

診 断 年度

今 後 の
予 定

－

－

－

－

学校別耐震診断結果（平成21年1月31日現在の状況)

構造体力上、主要な
部分の地震に対する
危険性の度合

地震の震動や衝撃に対
して、倒壊し、または
崩壊する危険性が高い

地震の震動や衝撃に対
して、倒壊し、または
崩壊する危険性がある

地震の震動や衝撃に対
して、倒壊し、または
崩壊する危険性が低い

構造耐震指標 ０．３ 未 満 0.3 以上0.6 未満 ０．６ 以 上

※1 構造　ＲＣ→鉄筋コンクリート造、Ｓ→鉄骨その他造

※2 岩代小は、一次診断ではなく、耐力度調査を行って危険校舎と判定されました。

※3 診断結果(Is 値)　①建物の強度、②建物の形状、③経年劣化の要因から決まる建物
の耐震性を表す指標で、この指標に応じた危険性の目安は下表の通りです。

　
こ
れ
ま
で
町
が
行
っ
た
町
立

各
小
中
学
校
と
南
部
幼
稚
園
の

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
耐
震
診
断

結
果
は
、
左
記
の
通
り
で
す
。

　
耐
震
診
断
の
対
象
と
な
っ
た

学
校
施
設
は
、
①
新
耐
震
基
準
が

定
め
ら
れ
た
昭
和
56
年
よ
り
以

前
に
建
築
さ
れ
、
②
非
木
造
で
あ

り
、
③
延
べ
面
積
２
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
か
、
ま
た
は
２
階

建
て
以
上
の
建
物
で
す
。

(

※
清
川
中
学
校
の
体
育
館
は
昭

和
57
年
度
建
築
で
す
が
、
旧
耐
震

基
準
で
建
て
ら
れ
た
た
め
対
象

に
な
り
ま
す)

　
一
次(

簡
易)

診
断
は
、
補
強

の
要
否
を
判
定
す
る
精
密
診
断

（
第
二
次
診
断
以
上
）
を
実
施
す

る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
た
め

に
行
っ
た
も
の
で
す
。
一
次
診
断

で
の
Ｒ
Ｃ
構
造
の
目
標
値
は
Ｉ

ｓ
値
０
・
９
以
上
、
Ｓ
構
造
の
目

標
値
は
０
・
７
以
上
で
す
。

　
一
次
診
断
で
目
標
値
を
下

回
っ
た
建
物
は
精
密
診
断(

第
二

次
診
断
以
上)

が
必
要
な
た
め
、

未
実
施
の
棟
に
つ
い
て
は
来
年

度(

平
成
21
年
度)

か
ら
実
施
す

る
予
定
で
す
。

　
学
校
施
設
の
耐
震
診
断
に
つ

い
て
く
わ
し
く
は
教
育
学
習
課
・

学
校
教
育
係(

℡
74-

２
１
９
１)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
統
計
学
的
に
、
建
物
の
構
造

耐
震
指
標
が
Ｉ
ｓ
値
０
・
６
以

上
で
あ
れ
ば
、
地
震
発
生
時
に

被
害
が
少
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
学
校
の
場
合
、
公
共

施
設
と
し
て
の
重
要
性
か
ら
、

文
部
科
学
省
は
耐
震
補
強
の
必

要
が
な
い
の
は
Ｉ
ｓ
値
０
・
７

以
上
の
建
物
と
し
て
い
ま
す

耐
震
診
断
の
内
容

(※1)

(※2)

(※3) (※3)

(二次診断
不要)
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
聴
組
合
に
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ

和
歌
山
放
送
局
か
ら
案
内
が
あ
り
ま

す
。
自
主
共
聴
組
合
へ
も
、
現
在
の

ア
ン
テ
ナ
で
受
信
で
き
る
か
ど
う
か

の
調
査
の
希
望
に
つ
い
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か

ら
案
内
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
共
聴

施
設
を
管
理
す
る
電
気
店
な
ど
で
も

相
談
に
乗
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
に
電
話
の
光

回
線
を
つ
な
い
で
様
々
な
放
送
が
見

え
る
関
西
電
力
系
の
「
イ
オ
光
」
の

サ
ー
ビ
ス
は
、町
内
で
は
現
在
の
と

こ
ろ
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
同
様
な
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
「
フ
レ
ッ
ツ

光
」も
、南
部
地
域(

東
・
西
岩
代
含

む)

と
上
南
部
地
域
が
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
内
で
す
が
、加
入
し
て
も
テ
レ

ビ
や
パ
ソ
コ
ン
で
地
デ
ジ
放
送
を
見

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
地
形
的
な
理
由
な
ど
で

テ
レ
ビ
の
電
波
が
受
信
し

づ
ら
い
た
め
共
同
で
ア
ン

テ
ナ
を
設
置
し
て
い
る
共

聴
組
合
の
地
デ
ジ
放
送
受

信
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▼
受
信
電
波
を
共
聴
ア
ン

テ
ナ
か
ら
そ
の
ま
ま
分
配

し
て
い
る
共
聴
組
合
で
は
、

現
有
施
設
の
ま
ま
地
デ
ジ

放
送
が
見
え
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
見
え
な
い
場
合

は
改
修
が
必
要
で
す
。

▼
受
信
電
波
を
変
換
、
増

幅
し
て
分
配
し
て
い
る
共

月
23
日
ま
で
は
両
方
並
行
し
て

放
送
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
は

地
デ
ジ
放
送
の
み
に
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
大
き

な
存
在
を
占
め
る
テ
レ
ビ
、
そ
ろ

そ
ろ
地
デ
ジ
放
送
へ
の
準
備
を

始
め
ま
せ
ん
か
？

　
ま
ず
３
月
１
日(

日)

か
ら
受
信

で
き
る
よ
う
に
な
る
地
域
は
、
堺

地
区
、
旧
町
市
街
区
域
、
東
・
西

岩
代
地
区
な
ど
で
す
。

　
受
信
で
き
る
の
は
、
田
辺(

平

草
原)

中
継
局
か
ら
送
信
さ
れ
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
、
毎

日
放
送
、
朝
日
放
送
、
関
西
テ
レ

ビ
放
送
、
讀
賣
テ
レ
ビ
放
送
、
テ

レ
ビ
和
歌
山
の
各
電
波
で
す
。

　
な
お
、
田
辺
北(

槇
山)

中
継

局
か
ら
送
信
さ
れ
る
各
電
波
に

つ
い
て
も
、
沿
岸
地
域
の
一
部
で

受
信
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
南
部
川(

熊
岡)

中
継

局
も
、
４
月
か
ら
各
電
波
の
送
信

を
始
め
る
予
定
で
す
。
受
信
で
き

る
地
域
は
、
上
南
部
平
野
部
、
山

内
地
区
、
旧
町
市
街
区
域
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
地
デ
ジ
放

送
対
応
テ
レ
ビ
を
購
入
す
る
か
、

お
手
持
ち
の
テ
レ
ビ
に
チ
ュ
ー

　
高
品
位
な
映
像
や
音
質
を
楽

し
め
必
要
な
情
報
を
い
つ
で
も

と
り
出
せ
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ(

地
デ
ジ)

放
送
が
、
町
内

で
も
い
よ
い
よ
今
春
か
ら
順
次

受
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら

地
デ
ジ
放
送
へ
の
移
行
は
国
の

法
令
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
お

り
、
平
成
23(

２
０
１
１)

年
７

３
月
か
ら
田
辺
中
継
局
送
信
、

４
月
か
ら
南
部
川
中
継
局
送
信

▼
老
朽
化
が
激
し
い
な
ど
で
、地
デ

ジ
対
応
改
修
の
際
に
施
設
の
全
面
改

修
を
計
画
し
て
い
る
共
聴
組
合
は
、

地
デ
ジ
対
応
以
外
の
改
修
は
別
事
業

に
な
り
ま
す
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
聴
組
合
の

場
合
、改
修
費
用
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
組
合

で
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
共
聴
施
設
に
よ
っ
て
は
、ア
ン
テ

ナ
の
場
所
に
よ
っ
て
地
デ
ジ
放
送
の

受
信
が
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
場
合
、地
デ
ジ
放
送

を
受
信
で
き
る
地
点
か
ら
共
聴
施
設

ま
で
を
町
の
施
設(

光
ケ
ー
ブ
ル)

で

つ
な
ぎ
、地
デ
ジ
電
波
を
供
給
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。町
施
設
の
使
用

料
が
必
要
で
す
が
、新
た
に
共
聴
ア

ン
テ
ナ
を
設
置
す
る
よ
り
維
持
管
理

費
が
安
く
つ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
共
聴
施
設
の
ア
ン
テ
ナ
が
受
信
可

能
か
ど
う
か
の
調
査
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
に

依
頼
す
れ
ば
行
っ
て
く
れ
ま
す
。

施
設
の
改
修
は

受
信
が
困
難
な
場
合
は

イ
オ
光
や
フ
レ
ッ
ツ
光
の
サ
ー
ビ

ス
は
ま
だ
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

ナ
ー
を
付
け
る
こ
と
で
、
地
デ
ジ

放
送
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

(

但
し
、
受
信
可
能
地
域
内
で

あ
っ
て
も
地
形
等
に
よ
り
電
波

が
遮
ら
れ
る
場
合
な
ど
視
聴
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す)

　
町
内
の
地
デ
ジ
放
送
に
関
す

る
こ
と
は
、
役
場
総
務
課(

℡
72-

そ
ろ
そ
ろ
地
デ
ジ
放
送
へ

の
準
備
を
始
め
ま
せ
ん
か

共
聴
組
合
へ
の
案
内
は

２
０
１
５)

へ
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
お
近
く
の
電
器
店
へ

聴
組
合
は
、一
部
施
設
を
改
修
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
施
設

の
設
計
や
老
朽
度
な
ど
に
よ
っ
て
違

い
ま
す
が
、地
デ
ジ
放
送
を
見
る
だ

け
な
ら
大
規
模
な
改
修
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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　今年の咲き始めは昨年より10 日ほど早く、1 月25 日(日)の南部梅
林開園日にさっそく訪れたお客様が梅花の香りを楽しんでいました。
　南部梅林、岩代大梅林とも、今年も週末や祝日などに様々なイベ
ントを行い観梅のお客様をもてなしました。2 月 7 日(土)には、南部
梅林で恒例の上南部中２年生による梅林太鼓演奏が行われましたが、

　2 月 5 日(木)、西本庄グラウンドで、業者、行政、地元関係者などが出
席して上南部保育所園舎新築工事の安全祈願祭が行われました。席上、
小谷町長が「みんなの待望の新園舎です。工事期間中誰もけがすること
なく無事に完成することを祈ります」とあいさつしました。
　新園舎は、グラウンドの北側部分約3,506 平方㍍の敷地内に建設され、
今年12 月に完成予定です。構造は鉄骨造で平屋建て、床面積は約1,483
平方㍍で、保育室は９室、広い遊戯室やフリースペースなどもあります。
また、屋外プールも備えられます。

　2 月1 日(日)、町体育協会主催・スキー教室が兵庫県のアッ
プかんなべであり、子どもから大人まで3 4 人が参加しまし
た。参加者は、前日の1 月31 日(土)深夜にバスで出発し、早
朝現地に到着、ウオーミングアップと講習の後、さっそく
白銀にチャレンジしました。スキーは初めてという子ども
たちもスキー板の着け方から滑り方まで指導を受け、最初
はこわごわと、だんだん慣れてくるにつれ気持ちよさそう
に風を切って滑っていました。

　2 月8 日(日)、南部ライオンズクラブ主催・町協
賛による講演会「デュークの新春ウオーク～楽
しく歩いて幸せに！～」が南部小学校体育館で
行われました。人気者のウオーキングドクター、
デューク更家さんが講師とあって、会場いっぱ
いの約400 人が参加し熱気であふれました。講演
会は、「健康は何より大切。その健康は正しい歩
き方から」という体脂肪率1 5 ％のデュークさん
のユーモアいっぱいの話術と実技指導で、あっ
という間に時間が過ぎました。

　2 月 8 日(日)、児童文学者で翻訳家の清水眞砂子さん
の講演会「人間関係というふしぎ－大人が読みたい子
どもの本－」がふれ愛センターで開かれ、町内外から
約2 0 0 人の方が来場しました。まず町立図書館ゆめよ
み館を「とてもすてきな図書館」と誉めてくれた清水
さんは、「外国の児童文学には子どもだけでなく大人
も丁寧に描かれていて、大人が読んでも十分楽しめ
る。本を読んで知る人生がたくさんある」などと語り、
来場者はうなずきながら聴き入っていました。

　「梅の香る玄関でお客様をお出迎え」。
　2 月 8 日(日)、南部梅林や岩代大梅林を訪れる大勢の
観梅客の車が降りた阪和自動車道みなべインターチェ
ンジ(ＩＣ)入り口近くの花壇３か所に、３本の梅の木
が新しく植えられました。( これまで花壇に植えられて
いた梅の木は別の場所へ植え替えられました)
　この日、植樹作業をしてくれたのは、町農業振興協
議会、みなべ観光協会、普段から花壇の世話をしてく
れているボランティアグループ南部山路郷会の皆さん、
約3 0 人です(南部山路郷会は田辺市龍神村出身の町内
在住の方で組織)。植樹されたのは約1 0 年生のシダレ
ウメ(高さ約3.5 ㍍)です。

その折、２年生と３年生
の代表、それぞれ３人が
南部梅林・梅公園内へ梅
の苗木を植樹しました。
２年生は梅林太鼓演奏記
念として、３年生は卒業
記念としてで、品種名は
「道知辺( みちしるべ) 」。
今後、生徒たちに人生の
目標(みちしるべ)を目指
して生きてほしいという
願いもこめられているそ
うです。

　なお、今年2 月1 9 日(木)現在、南部梅林へ
のお客様は約32,000 人、岩代大梅林へのお客
様は約6,700 人です。(有料入園者のみの人数
です) なお、岩代大梅林は2 月22 日(日)で閉
園しました。

２年生は、梅林太鼓
演奏記念植樹

▲

▲

３年生は、卒業
記念植樹

岩代大梅林でも様々なイベントで
お客様を楽しませました(写真は2
月14 日(土)の銭太鼓演奏)　　▼

上
中
２
年
生
に
よ
る
梅
林
太
鼓
演
奏



10

●寒椿ゆれる(近藤史恵)●ねたあ
とに(長嶋有)●年齢は財産(日本
ペンクラブ編)●時間封鎖上下(R･T･
ｳｨﾙｽﾝ)●巡礼高野山(永坂嘉光ほ
か)●銀行のしくみ(戸谷圭子)●
首・肩のこりがつらいときの
本(対馬ルリ子)●畑仕事の十二
カ月(久保田豊和)●しぐさの英
語表現辞典(小林祐子)

上南部分館・大人向け
●「次の首相」はこうして決ま
る(柿崎明二)●型紙のない子
育て(田中周子)●必死のパッ
チ(桂雀々)

　ファーブルの息子の一人
ポールは、年老いた父の仕事
を献身的に支えました。親子
の愛情がにじみ出るような、
モノクロの昆虫写真集。ムカ
デとサソリの対決など、大人
でもワクワクします。

ゆめよみ館・大人向け 上南部分館・子ども向け
●カレーになりたい！(水野仁
輔)●おいなり山のひみつ(茂
市久美子)●オタバリの少年探
偵たち(ﾙｲｽ)

　昭和初期の暮らしを実践し
ている食文化研究家が、昭和
10年前後の食生活を紹介しま
す。和洋折衷のメニューの登
場、買い物の仕方、貯蔵法な
ど、美味しさも食の安全も自
分たちで工夫していた時代に
は、現代にも生かせる知恵が
溢れています。

食
べ
か
た
上
手
だ
っ
た

日
本
人魚柄

仁
之
助(

岩
波
書
店)

ゆめよみ館・子ども向け
●愛は負けない 福原愛選手
ストーリー(生島淳)●学校の
オバケたいじ大作戦(富安陽
子)●ペロー昔話・寓話集(ﾍﾟ
ﾛｰ)●ルワンダの祈り(後藤健
二)●海がやってきた(ﾃﾞｭﾎﾞｱｻﾞ
ﾝ)●真夜中のまほう(ｱｰｸﾙ)●虫
のこどもたち(新開孝)●だる
まさんが(かがくいひろし)●カ
ワセミ(嶋田忠)

(生涯学習センター内)

フ
ァ
ー
ブ
ル
の
写
真
集  

昆
虫

フ
ァ
ー
ブ
ル
父
子(

新
樹
社)

だ
い
ず
え
だ
ま
め
ま
め
も
や
し

こうやすすむ
　　(福音館書店)

 2日(月) 休館
 7日(土)  わくわくタイム(10:30～)、
　おはなし会(14:00 ～)
 9日(月) 休館
12日(木) ちいさいひとのためのお
　はなし会(10:30 ～)
14日(土) おはなし会(14:00～)
15日(日) 館内演奏会(19:30～)
16日(月) 休館
20 日(金) 休館(春分の日)
21日(土) おはなし会(14:00 ～)
23日(月) 休館
26日(木) ちいさいひとのためのお
　はなし会(10:30 ～)
28日(土) ビデオ上映会(10:30～)、
　おはなし会(14:00 ～)
30日(月) 休館
31 日(火) 休館(月末整理日)
4月4日(土)  わくわくタイム(10:30
　～)、おはなし会(14:00 ～)
4 月6日(月) 休館

　きょうりゅうなどのでてくる図鑑やよみもの
がならびます。いつもは気がつかない本がみつ
かるかも？

　三兄弟が、大豆を10粒ず
つもらいました。わすれん
ぼはモヤシを、あわてんぼ
はエダマメを、そしてしっ
かりものは大豆をつくって、
みんなたのしく、おいしく
食べるという、ゆかいな科
学絵本です。

　入学、就職の季節を
迎え、通学小物の作り方やお弁当の本、電話応
対やマナーの本など、お母さんや新社会人の方
に役立てていただける本を紹介します。

　２階まで吹き抜けになったゆめよみ館の館内を演奏
会場にして、ピアノトリオ(チェロ 藤堂素子さん・フ
ルート 山本恵美さん・キーボード 田中美奈さん)の
コンサートを開きます。初めての試みです。どんなコ
ンサートになるかワクワクしながらご来場ください。

　今年も、春恒例のおはなし会とおすすめの本の巡回展示
会を、清川公民館、高城公民館、上南部分館、ゆめよみ館
で順次開催します。お楽しみに！

2月上旬、ゆめよみ館
で開催した南高図書
室主催「ポップ大賞」
の受賞作品展を、2月
8 日(日)、講演のため
来町された清水眞砂
子さんも熱心に見
入っていました。 ▲

　埴田在住のイラストレーター、松下
京子さんの楽しい作品展です。

　 ●とき　３月15日(日)夜７時30分～８時30分
　当日の入場整理券を発行しますので、ゆめよみ館か
上南部分館へお申しつけください。



■
車
両
の
種
類
と
届
け
出
先
　

◆
１
２
５
Ｃ
Ｃ
以
下
の
原
動
機

付
自
転
車
、
小
型
特
殊
自
動
車

(

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど)

↓
役
場
税

務
課
へ
　

◆
１
２
５
Ｃ
Ｃ
を
超
え
る
二
輪

車
、
軽
自
動
車
↓
田
辺
自
動
車

整
備
協
同
組
合(

℡
22-
４
７
３

２)

へ
。

　
軽
自
動
車
税
は
、
身
体
に
障

が
い
の
あ
る
方(

※)

が
所
有
し

▼
納
税
は
口
座
振
替
で

　
納
税
は
口
座
振
替
で
も
で
き

11

税
務
課(

℡
72-

２
１
６
２)
か
ら
お
し
ら
せ

　
平
成
20
年
分
の
所
得
税
と
贈

与
税
の
確
定
申
告
と
納
税
、
町

県
民
税
の
申
告
は
３
月
16
日

(

月)

ま
で
で
す
。

　
町
で
は
最
終
日
ま
で
役
場
第

１
庁
舎(

芝)

で
申
告
の
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
期
間
中
、
申

告
会
場
は
混
雑
し
ま
す
。
申
告

書
や
収
支
内
訳
書
な
ど
を
自
分

で
責
任
を
も
っ
て
正
確
に
記
入

し
て
き
て
い
た
だ
く
と
、
早
め

に
済
ま
せ
ら
れ
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
消
費
税
と
地
方
消
費

税
の
確
定
申
告
と
納
期
限
は
３

月
31
日(

火)

で
す
。(

申
告
は
御
坊

税
務
署(

代
表
℡
０
７
３
８-

22-

０
６
９
５)

へ)

　
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日

現
在
、
そ
の
車
両
の
所
有
者
登

録
を
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
で
す
か
ら
、
車
両
の
廃

車
や
譲
渡
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
方
は
３
月
中
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
　

　
盗
難
な
ど
で
車
両
を
紛
失
し

た
場
合
も
、
そ
の
手
続
き
を
し

て
い
な
い
と
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
す
。
振
替
期
日
は
、
所
得
税

確
定
申
告
分
が
４
月
22
日(

水)

、

消
費
税
と
地
方
消
費
税
の
確
定

申
告
分
が
４
月
27
日(

月)

で
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
御
坊
税
務
署

か
、
役
場
税
務
課
へ
。

て
使
用
す
る
場
合
、
納
期
限(

平

成
21
年
度
は
４
月
30
日(

木))

の

７
日
前
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と

で
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
但
し
、
７
日
を
過
ぎ
た
場

合
の
減
免
申
請
は
受
付
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

(

※
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ

か
を
所
有
す
る
方)

　
申
請
と
問
い
合
わ
せ
は
、
税

務
課
へ
。

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
お
し
ら
せ

軽
自
動
車
の
廃
車
や
名

義
変
更
は
３
月
中
に

平
成
21
年
度
か
ら
原
付

自
転
車
等
の
軽
自
税
・

口
座
振
替
領
収
書
兼
証

明
書
を
送
付
し
ま
せ
ん

軽
自
動
車
税
の
減
免

　
こ
れ
ま
で
、
軽
自
動
車
税
を

口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
た
だ

く
方
に
は
、
車
種
に
か
か
わ
ら

ず
、
振
替
確
認
後
、
全
員
に
「
口

座
振
替
領
収
書
兼
納
税
証
明
書
」

を
送
付
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
領
収
書
兼
証
明
書
に
つ

い
て
、
平
成
21
年
度
以
降
の
振

替
分
か
ら
、
車
検
の
不
要
な
原

動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自

動
車
等
の
軽
自
動
車
税
を
納
付

し
て
い
た
だ
く
方
に
は
送
付
し

ま
せ
ん
。
ご
み
減
量
化
・
省
資

源
化
・
事
務
経
費
削
減
等
の
推

進
の
た
め
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
今
後
は
、
お
手
数
で
す
が
、
納

税
の
ご
確
認
は
納
期
限
後
に
通

帳
へ
の
記
入
で
お
願
い
し
ま
す
。

領
収
書
が
必
要
な
場
合
は
税
務

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
車
検
の
必
要
な
軽
自

動
車
・
小
型
二
輪
車
・
軽
二
輪

等
の
軽
自
動
車
税
を
納
付
し
て

い
た
だ
く
方
に
は
、
こ
れ
ま
で

通
り
送
付
し
ま
す
。
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平
成
21
年
度
当
初
予
算
な
ど

を
審
議
す
る
平
成
21
年
第
１
回

町
議
会
定
例
会
（
３
月
議
会
）

は
、
３
月
４
日(
木)
か
ら
開
会
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　
議
会
で
は
、
町
民
の
暮
ら
し

に
直
結
し
た
当
初
予
算
な
ど
の

審
議
の
ほ
か
、
町
が
行
う
事
業

な
ど
に
つ
い
て
各
議
員
が
質
問

す
る
「
一
般
質
問
」
も
行
わ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い
あ
わ

せ
て
傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
開
会
や
一
般
質
問
な
ど
の
日

程
に
つ
い
て
は
、
町
内
一
斉
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
１
月
22
日(

木)

、
平
成
21
年
第

１
回
臨
時
町
議
会
が
開
会
さ
れ
、

慎
重
審
議
の
結
果
、
次
の
４
議

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
上
南
部
保
育
所
園
舎
改
築
建
築

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
３

億
８
７
０
万
円
で
落
札
し
た
杉

谷
産
業
㈱(

谷
口)

と
請
負
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

■
上
南
部
保
育
所
園
舎
改
築
機

械
設
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

　
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
６

３
０
９
万
９
７
５
０
円
で
落
札

し
た
㈱
ナ
カ
シ
ゲ(

田
辺
市)

と

請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
谷
口
浄
水
場
急
速
ろ
過
機
設

置
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

　
磯
村
豊
水
機
工
㈱
大
阪
支
店

(

大
阪
市)

が
行
っ
て
い
る
同
工

事
の
請
負
契
約
額
に
つ
い
て
１

２
９
１
万
５
千
円
を
増
額
し
、

１
億
１
４
５
５
万
５
千
円
で
変

更
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
み
な
べ
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る

変
更
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　
日
本
下
水
道
事
業
団(

東
京

都)

に
委
託
し
て
い
る
同
工
事

の
委
託
金
額
に
つ
い
て
４
３
５

０
万
円
を
減
額
し
、
２
億
２
３

５
０
万
円
で
変
更
協
定
を
締
結

す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
事
務
局(

℡
72-

１
３
３
４)

か
ら
お
し
ら
せ

第
１
回
臨
時
議
会
で
４

議
案
を
可
決

第
２
回
臨
時
議
会
で
１

議
案
を
可
決

　
２
月
17
日(

火)

、
平
成
21
年
第

２
回
臨
時
町
議
会
が
開
会
さ
れ
、

慎
重
審
議
の
結
果
、
次
の
１
議

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
４
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
４
３
４
万

３
千
円
を
追
加
し
、
総
額
91
億

１
３
５
２
万
１
千
円
と
す
る
こ

と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
１
１

１
９
万
３
千
円
、
諸
収
入
３
１

５
万
円
で
す
。
歳
出
は
、
定
額

給
付
金
給
付
事
業
費
１
０
３
４

万
３
千
円
、
子
育
て
応
援
特
別

手
当
給
付
事
業
費
85
万
円
な
ど

で
す
。

　
町
営
の
鶴
の
湯
温
泉(

熊
瀬

川)

に
つ
い
て
、
４
月
１
日(

水)

か
ら
有
限
会
社 

辻
本(

晩
稲)

が

指
定
管
理
者
と
し
て
そ
の
管
理

運
営
に
あ
た
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

こ
れ
ま
で
に
も
ま
し
て
入
浴
に

宿
泊
に
と
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
※
指
定
管
理
者
と
は
、
公(

町)
が
設
置
し
た
施
設
を
効
果
的
・

効
率
的
に
管
理
運
営
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
町
が
指
定
す
る
民

間
事
業
者
で
す
〕

　
ま
た
、
同
じ
く
４
月
１
日
か

ら
、
大
人(

中
学
生
以
上)
の
入

浴
料
が
６
０
０
円(

現
在
５
０

０
円)

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
但
し
、
町
内
の
70
歳
以
上
の

方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
通

り
３
０
０
円
で
入
浴
で
き
る
よ

う
利
用
証
を
発
行
す
る
予
定
で

す
。(

く
わ
し
く
は
左
ペ
ー
ジ)

　
小
学
生
と
、
体
に
障
が
い
の

あ
る
方
は
こ
れ
ま
で
通
り
３
０

０
円
、
幼
児
は
無
料
で
す
。

　
町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
を
よ
り
良
く
す
る
お
手
伝

い
の
た
め
、
２
か
月
に
１
回
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人 

消
費
者
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
和
歌
山
相
談
員

(
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談

員)
の
協
力
を
得
て
、
消
費
生
活

相
談
会
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

産
業
課(

℡
72-

１
３
３
７)

か
ら
お
し
ら
せ

　
専
門
の
相
談
員
さ
ん
が
、
▽

訪
問
販
売
な
ど
契
約
の
ト
ラ
ブ

ル
、
▽
商
品
の
苦
情
、
▽
生
活

の
知
識
、
▽
多
重
債
務
問
題
な

ど
の
相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
開
催
日
時
　
３
月
13
日(

金)

午
後
１
時
〜
４
時

▼
開
催
場
所
　
役
場
第
１
庁
舎

　
町
内
で
は
昨
年
、
建
物
や
林

野
な
ど
９
件
の
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
。
日
高
郡
内
で
は
41
件

発
生
し
、
そ
の
う
ち
建
物
火
災

は
18
件
で
約
44
％
を
占
め
ま

す
。
ま
た
、
発
生
原
因
の
約
27

％(

11
件)

が
た
き
火
で
し
た
。

　
今
年
も
、
こ
れ
か
ら
空
気
が

乾
燥
し
て
強
風
が
続
き
火
災
が

発
生
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま

す
。
皆
さ
ん
、
日
ご
ろ
か
ら
十

分
気
を
つ
け
て
お
ら
れ
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
一
層
防
火
に
心

が
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

総
務
課(

℡
72-

２
５
４
４)

か
ら
お
し
ら
せ

火
の
し
ま
つ
君
が
し
な
く
て
誰
が
す
る

３
月
１
日
〜
７
日
は
、
春
の

全
国
火
災
予
防
運
動
週
間

３
月
13
日
、
消
費
生
活
相

談
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い



付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
お
手
数
で
す
が
、
お
近

く
の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。(

印
鑑
は
い
り
ま
せ
ん)

○
第
１
庁
舎(

１
階)

保
健
福
祉

課(

芝)

、
○
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

事
務
室(

東
本
庄)

、
○
高
城
公

民
館(

広
野)

、
○
清
川
公
民
館

(
清
川)

　
４
月
か
ら
の
利
用
を
希
望
す

る
方
は
、
３
月
中
ご
ろ
ま
で
に

手
続
き
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

正
式
に
決
定
後
、
３
月
末
ま
で

に
利
用
証
を
自
宅
へ
送
付
し
ま

す
。

　
く
わ
し
く
は
保
健
福
祉
課
へ
。
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（直通電話）

住民環境課
税 務 課
保健福祉課
産 業 課
会 計 課
共通ＦＡＸ
総 務 課
検 査 室
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ Ａ Ｘ
う め 課
建 設 課
共通ＦＡＸ
保健福祉課

72-2161
72-2162
72-2544
72-1337
72-2596
72-3893
72-2015
72-2142
72-1223
72-1334
72-1335
74-3276
74-3335
74-2367
74-3337

第１庁舎

第２庁舎

生涯学習
センター

１階

２階

１階

１階

１階

２階

浄化センター

３階

(第2 庁舎隣)

(第１庁舎隣)

72-3085
72-3605
72-4187
74-3134
74-3334
74-2418
74-2191
74-3621

(保健福祉
センター)

地域包括支援
セ ン タ ー

Ｆ Ａ Ｘ

Ｆ Ａ Ｘ
教育学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
教育学習課
Ｆ Ａ Ｘ

74-8065
72-1165

74-8013

高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）

うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館

デイサービス ふれ愛センター
デイサービス 特養梅の里
デイサービス ゆうゆう館
老人憩の家  二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所

℡ 75-2455
FAX 75-2802
℡ 76-2250
FAX 76-2109
℡ 72-1400
FAX 72-5804
℡ 72-2127
℡ 72-1410
FAX 84-2048
℡ 74-3444
℡ 74-2300
℡ 76-2258
℡ 72-5611
FAX 72-5610
℡ 74-3337
℡ 75-2618
℡ 72-5900
℡ 72-4455
℡ 72-1389
℡ 75-2005
℡ 72-3808
℡ 74-3150
℡ 74-3119
℡ 26-4909

(田辺市民総合センター敷地内)

上下水道課

はあと館(社会福祉センター)
　〔社会福祉協議会〕

(72-1165は24時間対応)

青少年センター
(生涯学習センター内) ℡ 74-3134

　
４
月
１
日
か
ら
、
鶴
の
湯
温

泉
の
入
浴
料
が
６
０
０
円(

現

在
は
５
０
０
円)
に
な
り
ま
す

が
、
町
内
に
住
所
が
あ
る
70
歳

以
上(

昭
和
15
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ)

の
方
は
、
こ
れ
ま
で

通
り
３
０
０
円
で
入
浴
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
70
歳
以
上
の
方
専

用
の
「
利
用
証
」
を
発
行
す
る

予
定
で
す
。

※
利
用
証
を
持
っ
て
い
な
い
と

６
０
０
円
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。(

回
数
券
で
入

浴
す
る
場
合
も
必
要
で
す)

　
利
用
証
の
発
行
に
つ
い
て
、

次
の
窓
口
で
事
前
申
請
を
受
け

　　：役場への電話は、時間短縮の
ためにも、できるだけ用事のある
課の直通番号へかけてください。

保
健
福
祉
課(

℡
72-

２
５
４
４)

か
ら
お
し
ら
せ

　
在
宅
障
害
者
等
福
祉
手
当
は
、

障
が
い
が
あ
り
自
宅
で
生
活
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す

(

支
給
額
は
月
額
５
０
０
０
円
、

９
月
と
３
月
に
半
年
分
ず
つ
支

払
わ
れ
ま
す)

。

■
対
象
者

●
20
歳
以
上
で
、
●
１
年
以
上

み
な
べ
町
に
住
ん
で
お
り
、
●

福
祉
施
設
に
入
所
し
て
お
ら
ず
、

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
４

級
の
い
ず
れ
か
を
持
っ
て
い
る

②
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
の
い
ず
れ

か
を
持
っ
て
い
る
　

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
〜
３
級
の
い
ず
れ
か
を

持
っ
て
い
る
　

■
受
給
制
限

　
収
入
制
限(

73
万
２
１
０
０

円
以
下)

が
あ
り
ま
す
。

(

例 

国
民
年
金
障
害
基
礎
年
金

１
級
・
２
級
の
い
ず
れ
か
を
受

給
し
て
い
る
方
は
、
年
金
額
が

制
限
額
を
超
え
る
の
で
支
給
さ

れ
ま
せ
ん)

　
こ
の
手
当
の
受
給
資
格
が
あ

る
が
、
ま
だ
申
請
を
し
て
い
な

い
と
い
う
方
は
、

●
右
記
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か

の
手
帳
、
●
印
鑑
、
●
国
民
年
金

な
ど
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
は
年
金
支
払
い
通
知
書
な
ど
、

を
持
っ
て
、
３
月
11
日(

水)

ま
で

に
保
健
福
祉
課
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。(

す
で
に
申
請
を
済
ま
せ

て
い
る
方
は
結
構
で
す)

　
く
わ
し
く
は
保
健
福
祉
課
へ
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
次

の
お
子
さ
ん(

20
歳
未
満)

を
、

家
庭
で
養
育
し
て
い
る
父
か
母
、

ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
但
し
、
受
給
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。

■
対
象
児
童

◎
身
体
や
知
的
、
ま
た
は
精
神

に
、
政
令
で
認
め
る
以
上
の
障

が
い
が
あ
る

◎
長
期
に
わ
た
っ
て
安
静
を
必

要
と
す
る
病
状
に
あ
る

■
受
給
制
限

●
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る

お
子
さ
ん
は
除
か
れ
ま
す
。

●
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
保
健
福
祉
課
へ
。

在
宅
障
害
者
等
福
祉
手
当
の

申
請
、
ま
だ
の
方
は
お
早
め
に

特
別
児
童
扶
養
手
当
に

つ
い
て



付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
お
手
数
で
す
が
、
お
近

く
の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。(

印
鑑
は
い
り
ま
せ
ん)

○
第
１
庁
舎(

１
階)

保
健
福
祉

課(

芝)

、
○
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

事
務
室(

東
本
庄)

、
○
高
城
公

民
館(

広
野)

、
○
清
川
公
民
館

(
清
川)

　
４
月
か
ら
の
利
用
を
希
望
す

る
方
は
、
３
月
中
ご
ろ
ま
で
に

手
続
き
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

正
式
に
決
定
後
、
３
月
末
ま
で

に
利
用
証
を
自
宅
へ
送
付
し
ま

す
。

　
く
わ
し
く
は
保
健
福
祉
課
へ
。
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（直通電話）

住民環境課
税 務 課
保健福祉課
産 業 課
会 計 課
共通ＦＡＸ
総 務 課
検 査 室
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ Ａ Ｘ
う め 課
建 設 課
共通ＦＡＸ
保健福祉課

72-2161
72-2162
72-2544
72-1337
72-2596
72-3893
72-2015
72-2142
72-1223
72-1334
72-1335
74-3276
74-3335
74-2367
74-3337

第１庁舎

第２庁舎

生涯学習
センター

１階

２階

１階

１階

１階

２階

浄化センター

３階

(第2 庁舎隣)

(第１庁舎隣)

72-3085
72-3605
72-4187
74-3134
74-3334
74-2418
74-2191
74-3621

(保健福祉
センター)

地域包括支援
セ ン タ ー

Ｆ Ａ Ｘ

Ｆ Ａ Ｘ
教育学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
教育学習課
Ｆ Ａ Ｘ

74-8065
72-1165

74-8013

高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）

うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館

デイサービス ふれ愛センター
デイサービス 特養梅の里
デイサービス ゆうゆう館
老人憩の家  二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所

℡ 75-2455
FAX 75-2802
℡ 76-2250
FAX 76-2109
℡ 72-1400
FAX 72-5804
℡ 72-2127
℡ 72-1410
FAX 84-2048
℡ 74-3444
℡ 74-2300
℡ 76-2258
℡ 72-5611
FAX 72-5610
℡ 74-3337
℡ 75-2618
℡ 72-5900
℡ 72-4455
℡ 72-1389
℡ 75-2005
℡ 72-3808
℡ 74-3150
℡ 74-3119
℡ 26-4909

(田辺市民総合センター敷地内)

上下水道課

はあと館(社会福祉センター)
　〔社会福祉協議会〕

(72-1165は24時間対応)

青少年センター
(生涯学習センター内) ℡ 74-3134

　
４
月
１
日
か
ら
、
鶴
の
湯
温

泉
の
入
浴
料
が
６
０
０
円(

現

在
は
５
０
０
円)
に
な
り
ま
す

が
、
町
内
に
住
所
が
あ
る
70
歳

以
上(

昭
和
15
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ)

の
方
は
、
こ
れ
ま
で

通
り
３
０
０
円
で
入
浴
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
70
歳
以
上
の
方
専

用
の
「
利
用
証
」
を
発
行
す
る

予
定
で
す
。

※
利
用
証
を
持
っ
て
い
な
い
と

６
０
０
円
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。(

回
数
券
で
入

浴
す
る
場
合
も
必
要
で
す)

　
利
用
証
の
発
行
に
つ
い
て
、

次
の
窓
口
で
事
前
申
請
を
受
け

　　：役場への電話は、時間短縮の
ためにも、できるだけ用事のある
課の直通番号へかけてください。

保
健
福
祉
課(

℡
72-

２
５
４
４)

か
ら
お
し
ら
せ

　
在
宅
障
害
者
等
福
祉
手
当
は
、

障
が
い
が
あ
り
自
宅
で
生
活
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す

(

支
給
額
は
月
額
５
０
０
０
円
、

９
月
と
３
月
に
半
年
分
ず
つ
支

払
わ
れ
ま
す)

。

■
対
象
者

●
20
歳
以
上
で
、
●
１
年
以
上

み
な
べ
町
に
住
ん
で
お
り
、
●

福
祉
施
設
に
入
所
し
て
お
ら
ず
、

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
４

級
の
い
ず
れ
か
を
持
っ
て
い
る

②
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
の
い
ず
れ

か
を
持
っ
て
い
る
　

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
〜
３
級
の
い
ず
れ
か
を

持
っ
て
い
る
　

■
受
給
制
限

　
収
入
制
限(

73
万
２
１
０
０

円
以
下)

が
あ
り
ま
す
。

(

例 

国
民
年
金
障
害
基
礎
年
金

１
級
・
２
級
の
い
ず
れ
か
を
受

給
し
て
い
る
方
は
、
年
金
額
が

制
限
額
を
超
え
る
の
で
支
給
さ

れ
ま
せ
ん)

　
こ
の
手
当
の
受
給
資
格
が
あ

る
が
、
ま
だ
申
請
を
し
て
い
な

い
と
い
う
方
は
、

●
右
記
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か

の
手
帳
、
●
印
鑑
、
●
国
民
年
金

な
ど
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
は
年
金
支
払
い
通
知
書
な
ど
、

を
持
っ
て
、
３
月
11
日(

水)

ま
で

に
保
健
福
祉
課
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。(

す
で
に
申
請
を
済
ま
せ

て
い
る
方
は
結
構
で
す)

　
く
わ
し
く
は
保
健
福
祉
課
へ
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
次

の
お
子
さ
ん(

20
歳
未
満)

を
、

家
庭
で
養
育
し
て
い
る
父
か
母
、

ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
但
し
、
受
給
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。

■
対
象
児
童

◎
身
体
や
知
的
、
ま
た
は
精
神

に
、
政
令
で
認
め
る
以
上
の
障

が
い
が
あ
る

◎
長
期
に
わ
た
っ
て
安
静
を
必

要
と
す
る
病
状
に
あ
る

■
受
給
制
限

●
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る

お
子
さ
ん
は
除
か
れ
ま
す
。

●
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
保
健
福
祉
課
へ
。

在
宅
障
害
者
等
福
祉
手
当
の

申
請
、
ま
だ
の
方
は
お
早
め
に

特
別
児
童
扶
養
手
当
に

つ
い
て
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児
童
扶
養
手
当
は
、
次
の
①

〜
⑧
に
該
当
す
る
、
18
歳
の
誕

生
日
を
過
ぎ
て
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
、
ま
た
は

20
歳
未
満
で
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
児
童
を
、
養
育
し
て
い
る

母
、
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
但
し
、
受
給
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。

■
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
児
童

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と

別
れ
て
生
活
し
て
い
る
、
②
父

が
死
亡
し
た
、
③
父
が
政
令
で

定
め
る
程
度
の
障
が
い
の
状
態

に
あ
る
、
④
父
の
生
死
が
明
ら

か
で
な
い
、
⑤
引
き
続
き
１
年

以
上
父
か
ら
遺
棄
さ
れ
て
い
る
、

⑥
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
、
⑦
母
が
未
婚

で
出
生
し
た
、
⑧
そ
の
他
①
〜

④
に
準
ず
る
状
態
に
あ
り
政
令

に
定
め
る
も
の

■
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
制
限

●
公
的
年
金
や
遺
族
補
償
を
受

け
て
い
る
方
に
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

●
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
（
父

な
ど
か
ら
の
養
育
費
の
80
％
も

所
得
に
加
算
さ
れ
ま
す
）。

●
①
〜
⑧
に
該
当
し
て
か
ら
平

成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
５
年

を
過
ぎ
て
い
る
と
、　
請
求
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
か
ら
、
受
給
者

住
民
環
境
課(

℡
72-

２
５
４
４)

か
ら
お
し
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

　
南
部
長
寿
大
学
が
来
年
度
新

入
生
を
募
集
中
で
す
。
大
学
生

に
な
っ
て
す
て
き
な
出
会
い
と

生
き
甲
斐
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

▼
資
格
　
原
則
と
し
て
旧
南
部

町
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

▼
費
用
　
原
則
と
し
て
無
料

(

※
必
要
に
応
じ
て
実
費
必
要)

▼
学
習
内
容
　
原
則
と
し
て
月

１
回
、
健
康
・
歴
史
・
工
作
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
社
会
見
学

な
ど
の
講
座
を
行
い
ま
す
。

　
堺
、
山
内
、
東
吉
田
、
東
・
西

岩
代
方
面
の
方
は
送
迎
し
ま
す
。

　
入
学
の
申
し
込
み
は
、
４
月

10
日(

金)

ま
で
に
南
部
公
民
館

(

片
町
、
℡
72-

１
４
０
０)

へ
。

　
和
歌
山
大
学
紀
南
サ
テ
ラ
イ

ト
が
09
年
度
前
期
の
大
学
院
科

目
等
履
修
生
・
学
部
開
放
授
業

受
講
生
を
募
集
中
で
す
。

▼
大
学
院
授
業
　
○
地
域
づ
く

り
と
デ
ザ
イ
ン
・
イ
メ
ー
ジ
・
サ
イ
エ

ン
ス(

６
月)

、
○
熊
野
の
近
代

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
風
景
認
識(

７
月)

、

○
食
糧
生
産
の
技
術
科
学(

９

月)

、
○
地
域
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
論

(

５
〜
７
月)
　
※
定
員
は
い
ず

れ
も
10
人
、
主
に
金
曜
日
夜
間

と
土
・
日
曜
日
昼
間
に
開
講

▼
学
部
授
業
　
○
漱
石
文
学
と

関
西(

４
〜
７
月)

　
※
定
員
は

50
人
、
土
曜
日
昼
間
に
開
講

■
場
所
　
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー

Ｂ
ｉ
ｇ
・
Ｕ(

田
辺
市
新
庄
町)

　
近
畿
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
統
一
採
用
試
験
の
試
験
案

内
の
配
布
が
始
ま
り
ま
し
た
。

●
受
験
資
格
　
昭
和
55
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

●
受
付
期
間
　
４
月
１
日(

水)

〜

４
月
10
日(

金)

●
第
１
次
試
験
日 

５
月
17
日(

日)

　
く
わ
し
く
は
、
近
畿
地
区
国

立
大
学
法
人
等
職
員
統
一
採
用

試
験
事
務
室(

℡
０
７
５-

７
５

３-

２
２
２
７
〜
２
２
３
０)

へ
。

あ
な
た
も
イ
キ
イ
キ
マ
ナ
ビ
ス
ト
！

平
成
21
年
度
南
部
長
寿
大
学

新
入
生
募
集
中

■
申
込
締
切
日 

３
月
31
日(

火)

　
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
は
、

同
サ
テ
ラ
イ
ト
事
務
室(

℡
23-

３
９
７
７)

へ(

業
務
日
時
は
火

〜
土
曜
日
、
９
時
〜
17
時)

。

　
Ｈ
Ｐ
は
、http://www.wakayama-

u.ac.jp/kinan

　
和
歌
山
県
警
が
３
月
２
日

(

月)

か
ら
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
を
通
じ
て
「
き
し
ゅ
う
君
の

防
犯
メ
ー
ル
」
を
配
信
し
ま
す
。

　
配
信
す
る
内
容
は
、
防
犯
情

報
、
子
ど
も
の
安
全
情
報
、
交

通
関
係
情
報
、
重
要
事
件
手
配

な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
を
速
く
か

つ
必
要
な
と
こ
ろ
へ
重
点
的
に

配
信
す
る
こ
と
で
、
事
件
・
事

故
の
未
然
防
止
や
自
主
的
な
防

犯
対
策
な
ど
に
役
立
て
て
い
た

だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
登
録
は
、
①
携
帯
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
か
ら
下
記
の
ア
ド
レ
ス

へ
空
メ
ー
ル
を
送
る
、
②
返
信

さ
れ
た
説
明
画
面
を
閲
覧
後
、

登
録
項
目
を
入
力
、
選
択
し
て

返
信
す
れ
ば
、
完
了
で
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
警
察
本
部
生

活
安
全
企
画
課(

℡
０
７
３-

４
２
３-
０
１
１
０
、
内
線
３
０

の
自
立
努
力
を
促
す
こ
と
を
目

的
に
、
支
給
開
始
月
か
ら
５
年

を
経
過
し
た
方
な
ど
に
つ
い
て

は
支
給
の
一
部
を
制
限
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

母
が
就
業
し
て
い
る
場
合
な
ど

は
従
来
通
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
住
民
環
境
課
へ
。

県
警
が
き
し
ゅ
う
君
の
防
犯

メ
ー
ル
の
登
録
者
を
募
集
中

国
立
大
学
法
人
等
職
員
統
一

採
用
試
験
の
お
し
ら
せ

touroku-m@kisyuukun-ml.police.pref.wakayama.lg.jp

touroku@kisyuukun-ml.police.pref.wakayama.lg.jp

携帯電話から

パソコンから

バーコードリーダー付きの
携帯電話は、右のＱＲコー
ドから登録できます。

和
大
紀
南
サ
テ
ラ
イ
ト
が
来

年
度
履
修
生
等
を
募
集
中

きしゅう君の防犯メール １
７)

か
、
田
辺
警
察
署(

℡
23-

０
１
１
０)

へ
。
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 (場所 ふれ愛センター)
健診名(対象乳幼児) 実  施  日 受 付 時 間

とっておきの会 ～ふれ愛センター～
3月5日(木)・19日(木) 13:30～15:00

はあと館(社会福祉センター)トレーニング教室
3 月6 日(金)・13 日(金)・27 日(金) 18:00～21:00

13:00～13:30３月10 日(火)

１ ０ か 月 児 健 診
(H20年4月・5月生まれ)

13:00～13:30３月13 日(金)

４ か 月 児 健 診
(Ｈ20年11月生まれ)

　　恐れ入りますが
　献血の際、献血カードか、本人であることを証明でき
　るもの(運転免許証など)をご持参ください。

南部ライオンズクラブ共催
8:30～11:00晩稲会場前→12:00～14:00井口
食品㈱様前→14:30 ～17:00 ふれ愛センター

高城保育所(℡75-2044)
上南部保育所(℡74-3022)
清川保育所(℡76-2251)
南部保育所(℡72-4520)

３日(火)10:00～11:00
５日(木)10:00～11:00
５日(木)10:00～11:00
12日(木)10:00～11:00

　地域包括支援センターには現在、２つの電話番
号℡74-8065 と24時間対応の℡72-1165 があり
ますが、事務等の見直しにより、４月から℡72-
1165を廃止し、℡74-8065で24時間対応します。

13:00～13:30３月18 日(水)

３ 歳 ６ か 月 児 健 診
(H17年8月・9月生まれ)

13:00～13:30３月25 日(水)

２歳６か月児歯科健診
(H18年8月・9月生まれ)

予 防 接 種 名 実 施 期 間

3月1日(日)～5月31日(日)
三 種 混 合(Ⅰ期初回)
三 種 混 合(Ⅰ期追加)

対象のお子さん
●Ⅰ期初回　平成20年8月1日～20年11月30日生まれ
●Ⅰ期追加　平成19年4月1日～19年11月30日生まれ
●７歳半までで、まだ接種を済ませていないお子さん

三種混合の対象のお子さんには案内状(問診票同封)
を郵送します。麻しん風しん(Ⅲ期)の案内状は、3月
中ごろ各小学校を通じて6 年生全員に配布します。

◎百日ぜき・ジフテリア・破傷風の混合ワクチンです。

　実施期間中、お子さんの体調の良いときに、◎出
口産婦人科(北道)、◎野村小児科内科(同)、◎森上
医院(同)、◎辻村外科(東吉田)、◎ひがし内科クリ
ニック(東本庄)、◎高城診療所(広野)のいずれかで
接種してください。(各院の実施日・時間などは事前に電
話等でお問い合わせください)

Ⅰ期初回は、実施期間内に3週間以上8週間以内の間隔
で3回受けてください(月に1回程度の接種がちょうど
良いのではと思われます)。
Ⅰ期追加は、Ⅰ期初回の3回目終了後からおおむね1年
あけて1回接種してください。

※

※

4 月 2 日(木)南部公民館
4月3日(金)ふれ愛センター
4 月 6 日(月)高城公民館

麻しん風しん（Ⅲ期）
 (対象：新中学１年生)

　平成20 年度～24 年度までの5 年間に限り、下記
の方が麻しん風しん接種対象に追加されています。
　　●Ⅲ期：中学1年生
　　●Ⅳ期：高校3 年生に相当する年齢の方
　そのため平成21 年度のⅢ期として、上記の通り、
平成8年4月2日～9年4月1日の間に生まれた新中
学1 年生を対象に接種を行います。なお、Ⅳ期の対
象者は7・8 月中に町内各医療機関で実施予定です。

　2月28 日(土)～3 月8 日(日)は、「子ども予防接種
週間」です。お子さんが4月から入園・入学する保
護者の皆さん、「あれの接種を忘れてる」というも
のはないでしょうか。もし、ありましたら、かか
りつけのお医者さんかふれ愛センター保健師にご
遠慮なくご相談ください。

内　　　　　　容 実施日・受付時間

3 月 9 日(月)
13:30～15:00

楽しいマタニティライフのために
　妊娠中の日常生活、出産について
　何でも気軽に相談してください

3月12日(木)
19:00～20:30こんにちは 赤ちゃん！

　もうすぐお父さん・お母さん！子育てを楽しもう

講師

助産師

保健師

楽しいマタニティライフのために
　妊娠中の日常生活のお話 )

(ふれ愛センターで)

※

　○小学校就学前児童、○現在中学1年生、○現在高
校3年生相当の年齢の皆さん、麻しん風しん(ＭＲワ
クチン)の予防接種はもうお済みですか？
　麻しんや風しんの予防接種は、小さい時にそれぞ
れ１回受けていても、成長するにつれ免疫が無くな
ることがあります。そのため上記の皆さんを対象に、
麻しん風しんの予防接種が１回追加されています。
　対象になるが、まだ接種を受けていないという場
合、３月末まで無料で接種を受けることができます
ので、接種を希望される方は、ふれ愛センター保健
師にご連絡ください。

(要予約)
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■■■■■
●12日(木)13:30～15:30
●ふれ愛センターで
◆人権相談(人権擁護委員)
◆行政相談〔国・県・町などへ
　の苦情や要望〕(行政相談員)
■■■■■ 　
●連絡は教育学習課( ℡ 7 4 -
2191)へ
■■■■■ ( 保健師)
●毎週金曜日9:00～12:00
●ふれ愛センターで
■■■■■
●毎週月～金曜日9:00～16:00
●片町 はあと館で

◆ 26 日(木)13:30～15:30、南
　部公民館(片町)で
　相談員が求人情報を提供、
また求職の相談を受けます。
くわしくは、日高振興局産業
総務課(℡0738-24-2946)へ。

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身
に相談にのってくれます。ま
た行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる
問題については、地域担当の
民生児童委員さんと一体に
なって活動する主任児童委員
さんもいます。
　近くの民生児童委員さんの
お名前やくわしいことは、保
健福祉課(℡72-2544)へ。

◆休日年金相談窓口開設→
　 毎週土・日(9:30～16:00)
　　ねんきん特別便について
　　のみ相談を受けます。
◆平日は19:00まで年金相談窓
　口受付時間延長
 くわしくは、同事務所(田辺
市朝日ヶ丘 ℡24-0435)へ。

 月～金曜日 午前8:30～午後5:15
  (月曜日は午後7:00まで・祝日は休み)
 第２土曜日 午前9:30～午後4:00

(ＩＰ電話・ＰＨＳからは℡ 03-6700-1165 へ)

■南部保、避難訓練(火災想定)
■上南部保、避難訓練(地震想定)

■白梅幼、春の彼岸参り
■岩代小、きしゅう君の家訪問
■２歳６か月児歯科健診(H18年
8月・9月生まれ)(13:00～･ふれ
愛センター)

■県立高校入試(学力検査)
■愛之園保、避難訓練
■おひさま広場(保育所開放)、
外で自由遊び(10:00～・南部保)
■清川中1・2年、授業参観
■人権・行政相談(13:30～・ふ
れ愛センター)
■県開設 こうのとり相談(15:30
～17:30・田辺保健所)
■パパ＆ママセミナー(両親教
室)(19:30～・ふれ愛センター)
(要予約、申込はふれ愛センター
℡74-3337へ)

■白梅幼、卒園式

■ひかり保、卒園式＆修了式
■南部幼、修了式
■南部小、修了式
■岩代小・上南部小・高城小・清
川小、卒業式＆修了式
■各中学校、修了式
■県開設 こうのとり相談(14:30
～16:30・田辺保健所)(不妊に悩
んでいる方の相談を専門医師が
お受けします。毎月2回開催。事
前予約必要。予約＆問合は田辺
保健所℡22-1200 内線672へ)

■南部保・上南部保・清川保、卒
園式
■

(8:30～11:00晩稲会場前/
12:00～14:00井口食品㈱様前/
14:30～17:00ふれ愛センター前)

■県立高校合格発表
■南部幼、卒園式
■高城保、避難訓練(火災想定)
■こひつじランドつどいのひろ
ば・きらきら(10:00～・ふれ愛
センター)
■とっておきの会(13:30～・ふ
れ愛センター)

■(予定)バドミントン大会(9:
00～・南部中体育館)
■田辺運転免許センター・日曜
講習日(受講には予約が必要で
す・℡25-2378)
■ (19:
30～・ゆめよみ館)(要入場整理
券、問合はゆめよみ館℡ 72 -
1410へ)

■ (13:30～・ふれ愛
センター)(要申込・先着30人、申
込は教育学習課℡74-3134へ)
■県による巡回職業相談(13:30
～･南部公民館)

無 料
秘密厳守( )

■県立高校入試(面接・実技検査)
■愛之園保、お別れ遠足(アドベ
ンチャーワールド)
■10か月児健診(H20年4月・5
月生まれ)(13:00～･ふれ愛セン
ター)
■消費生活相談会(13:00～･役場
第１庁舎)

■南部小、卒業式

■白梅幼、晩稲敬老会出演
■梅の里(中学生)野球大会(・15
日・21日、共和球場・清川球場
ほか)
■

(10:00～・南部公民館)(要申込・
先着100人、申込は南部公民館
℡72-1400へ)

■高城保、卒園式
■愛之園保、卒園式＆修了式

◆冬の省エネキャンペーン(12月1日～3
月31日)
◆めざましごはんキャンペーン(1月1日
～3月31日)
◆緑の募金(1月15日～5月31日)
◆春季全国火災予防運動(1日～7日)

■町県民税の申告・所得税の
確定申告受付終了

■３歳６か月児健診(H17年8月・
9月生まれ)(13:00～･ふれ愛セ
ンター)

■高城保、お別れ遠足(小目津
公園)
■白梅幼、避難訓練(地震想定)
■こひつじランド第11回育児講
座「平成20年度お別れ会」(10:00
～・ふれ愛センター)

■南部中・上南部中・高城中・清
川中、卒業式
■南部保あやめ・すみれ組、お別れ
遠足(アドベンチャーワールド)
■ひかり保、お別れ遠足(小目津
公園)
■こひつじランドつどいのひろ
ば・はいはい＆よちよち(10:00
～・ふれ愛センター)
■４か月児健診(H20年11月生ま
れ)(13:00～･ふれ愛センター)

■上南部保、お別れ遠足(小目津
公園)
■清川保、お別れ遠足(白浜エネ
ルギーランド)
■南部幼、お別れ遠足(アドベン
チャーワールド)
■南部小、言葉の教室
■上南部小、お別れ遠足(小目津
公園)
■高城小、来年度新入児体験入学
■男女混合ソフトバレーボール
大会(19:00～・上南部小＆上南
部中体育館)

■岩代小、お別れ遠足(千里浜)
■高城中、お別れ遠足(アドベン
チャーワールド)
■おひさま広場(保育所開放)、
外で自由遊び(10:00～/上南部
保・清川保)
■とっておきの会(13:30～・ふ
れ愛センター)
■男女混合ソフトバレーボール
大会(19:00～・上南部小＆上南
部中体育館)

◆耳の日
■南部保・上南部保・高城保・清
川保・愛之園保・ひかり保、ひ
なまつり会
■白梅幼・南部幼、ひなまつり
■おひさま広場(保育所開放)、
ひなまつり(10:00～/高城保)
■こひつじランド星の子広場(1
～5 歳)(10:00 ～･ふれ愛セン
ター)
■南部中２年、思春期体験学習
■ファミリーバドミントン大会
(19:00～・上南部小体育館)

　国民健康保険税(普通
徴収8期)/介護保険料(普通徴
収8期)/後期高齢者医療保険
料(普通徴収8期)

◆全国山火事予防運動(1日～7日)
◆車両火災予防運動(1日～7日)
◆平成20年分の所得税確定申告(2月16日
～3月16日)
◆子ども予防接種週間(2月28日～3月6
日)

◆消防記念日
■町議会定例会(３月議会)開会
(予定)
■白梅幼、お別れ遠足(小目津公
園)
■南部幼、来年度新入園児体験
入園
■こひつじランド星の子広場(0
～1 歳)(10:00 ～･ふれ愛セン
ター)／マタニティ＊サロン(13:
30～･愛之園保)
■南部小、６年生を送る会
■高城小５年、喫煙防止教室
■清川小、全校参観・学級懇談会

■パパ＆ママセミナー(両親教
室) ( 1 3 : 3 0 ～・ふれ愛セン
ター)

■ひかり保、来年度新入園児体
験入園
■南部幼、ふれあいピッコロ(合
唱)
■ガールスカウト体験学習会・
保護者説明会
■

(13:00
～・生涯学習センター)(要申込・
先着100人、申込は中央公民館℡
74-3134へ)

　平日、忙しい方、ぜひご利用
　ください
　(9:00～15:30・役場第1庁舎)

■平成20年度みなべ町スポーツ
賞・文化賞授与式(16:00～・生
涯学習センター)

■南部高校、卒業式
■南部幼、避難訓練(不審者対
策)

■消防団第２分団林野火災防御
訓練(9:30～・東吉田)
■第28回日高地方障害児者つ
ながりを広める文化祭(10:00～
15:00・御坊市立体育館)

３月は

　水道料金(1・2月分)/
公共下水道料金(1・2月分)/農
業集落排水使用料(2・3月分の
各口座振替

　水道料金(1・2月分)/
公共下水道料金(1・2月分)/農
業集落排水使用料(2・3月分の
各窓口納付

◆製品安全点検日
◆農村漁村女性の日

◆国連水の日

◆世界結核デー

■各校、離任式 ■南部保・上南部保・高城保・清
川保、修了式

■麻しん風しん(Ⅲ期)予防接種
(対象・新中学１年生)(12:50～･
南部公民館)

■麻しん風しん(Ⅲ期)予防接種
(対象・新中学１年生)(12:50～･
ふれ愛センター)

　猪の山公園(観音)の桜が咲
いたら、花見をお楽しみくだ
さい。公園内の花見台やさく
ら会館を使用したいときは、
花の会の谷地さん(℡72-3145)
へ申し込んでください。

■
　　（もちまきは15:00から)

■コーラスたんぽぽ「梅・夢ふ
れあいコンサート Ⅱ」(19:00～・
生涯学習センター)

＊毎日、＊毎日、＊毎日、＊毎日、＊毎日、夜夜夜夜夜77777 時～時～時～時～時～1111111111時＊時＊時＊時＊時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携 帯 電 話
プッシュ回線

ⅡⅡⅡⅡⅡ
今年もコーラスたんぽぽのオ
リジナルコンサートへ、皆さ
ん、連れもて行かんしょら！
（チケット等ありませんので
お気軽にご入場くださいとの
ことです）
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同・携帯電話用サイトのアドレス＆ＱＲコード
  http://www.town.minabe.lg.jp/i/i.html

了承をいただいた方だけ
を掲載しています( )

１月末現在(前月比)
男
女
人口
世帯数

１月中の異動
出生
死亡
転入
転出

(－14人）
(± 0人）
(－14人）
(－ 6世帯）

  6,916人
  7,552人
 14,468人
4,710世帯

 8人
16人
15人
21人

西 岩 代
東 岩 代
受 領
共 和 東
本 郷
共 和 西
西 本 庄
晩稲熊岡

112/129(86.8%)
144/181(79.6%)
35/ 37(94.6%)
215/260(82.7%)
108/129(83.7%)
42/ 77(54.5%)
205/264(77.6%)
160/364(44.0%)

(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比＋1)
(前月比±0)
(前月比＋3)

公共下水 954/約1,800(53.0%)(前月比＋6)
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(件)(１月31日現在)

編集後記　ショックでした。長く共に働いて
きた職員として、とても悲しく、町民の皆さん
に申し訳ない気持ちでいっぱいです。そして、
二度とこのようなことが起こってはならない、
起こしてはならないと切に思います。これは
全職員の思いです。(し)

　町民の皆様におかれましては、すでに新聞報道
などでご存じの方も多いと存じますが、２月４日
(水)、役場住民環境課長と同課主幹が町に対する詐
欺行為の容疑で逮捕されました。（２人については
同日付で停職６か月としました）
　このことは、町民の皆様の信頼を裏切るという
許されざる行為であり、町民の皆様に心からお詫
び申し上げます。
　私は、職員は「町民の皆様との信頼関係を第一
に、公平公正な行政を行う『公僕』であるべき」と
指導してまいりました。これが守られなかったこ
とは誠に残念であります。
　今後、捜査の進展に応じて、適正に処分してまい
ります。また、原因を究明し、再発防止に取り組む
と共に、より一層職員の服務規律の確保と綱紀粛
正に努めてまいります。
　重ねて深くお詫び申し上げます。

　みなべ町議会は、今回の公金不正問題に対
し、議会としてのチェック機能が働かなかった
ことを認識し、その原因究明とチェック機能の
検証を行い、さらに、議会の監視機能のより強
化と、再発防止に向けた取り組みを行うため、
特別委員会を設置しました。
　特別委員会の委員は(議長を除く)13 人、委員
長は山中邦夫副議長です。

平成21 年2 月17 日
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